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私
の
大
学
で
の
研
究
・
教
育
の
体
験
は
、
一
九
六
一
年
Ⅲ
月
の
入
学
入
学
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
し
研
究
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
は
、
大
学
入
試
な
ど
に
む
け
て
の
高
校
時
代
で
の
学
習
で
、
世
界
史
・
日
本
史
な
ど
社
会
科
教
科
の
な
か
で
、
一
九
五
○
年
代
～
六
○
年
代
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
（
Ⅱ
シ
・
少
．
Ｆ
シ
）
民
族
独
立
運
動
、
民
族
自
決
を
必
然
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
き
た
こ
と
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
日
本
の
敗
戦
と
戦
後
世
界
で
の
ア
ジ
ア
民
族
の
抵
抗
へ
の
共
感
も
あ
り
ま
し
た
。
個
人
と
し
て
は
保
守
的
家
庭
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
第
二
次
枇
界
大
戦
、
Ⅱ
小
一
五
年
戦
争
、
朝
鮮
半
島
支
配
な
ど
Ｈ
本
市
川
主
義
・
砿
川
主
義
政
策
へ
の
批
判
的
評
仙
は
「
門
た
り
前
」
の
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ば
「
戦
後
教
育
」
の
民
主
症
義
、
Ⅲ
川
主
義
、
つ
ま
り
は
新
し
い
Ⅱ
本
川
懲
法
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
認
識
を
、
当
時
の
生
活
の
な
か
で
何
世
代
の
若
者
と
共
有
し
て
い
た
の
で
す
。
一
九
六
○
年
代
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
中
脚
共
産
党
の
歴
史
的
評
価
は
、
毛
沢
東
と
と
も
に
あ
り
、
隣
脚
小
川
の
社
会
主
義
化
、
人
民
公
社
の
集
川
化
な
ど
の
械
極
的
評
価
も
共
通
に
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
中
国
共
産
党
は
創
立
初
期
の
陳
独
秀
ら
の
「
右
翼
Ｈ
和
見
主
義
」
を
克
服
し
、
毛
沢
東
の
湖
南
農
民
運
動
、
劉
少
奇
ら
の
安
源
炭
鉱
闘
争
、
周
恩
来
ら
の
国
際
的
外
交
な
ど
の
経
験
を
も
っ
た
「
一
枚
岩
」
指
導
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
共
産
党
第
七
回
大
会
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
は
じ
め
に
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
栃
木
利
夫
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は
じ
め
に
歴
史
を
語
る
前
提
に
、
中
脚
の
近
代
と
は
「
な
に
か
」
、
現
代
と
は
「
い
つ
の
こ
と
か
」
を
と
り
あ
え
ず
お
話
し
ま
す
。
「
西
欧
の
衝
撃
」
（
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
）
と
中
国
の
主
体
的
近
代
へ
の
歩
み
の
矛
盾
を
、
ど
の
よ
う
に
止
揚
化
す
る
か
の
歴
史
的
検
討
課
題
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
川
は
と
り
あ
え
ず
、
ア
ヘ
ン
戦
争
期
の
一
八
四
○
年
代
以
降
か
ら
一
九
川
九
年
ま
で
を
中
国
近
代
と
し
て
時
期
を
区
分
し
、
四
九
年
以
降
を
中
国
現
代
と
す
る
時
期
区
分
で
、
話
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
学
生
時
代
を
含
め
戦
後
の
一
時
期
ま
で
、
一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
を
も
っ
て
、
以
前
を
Ⅲ
民
主
主
義
革
命
期
、
以
降
を
新
民
主
主
義
革
命
期
と
し
て
、
五
四
運
動
期
の
六
月
三
日
か
ら
の
労
働
者
階
級
が
変
革
主
体
と
し
て
、
政
治
的
舞
台
に
登
場
し
た
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
毛
沢
東
ら
の
新
民
主
主
義
革
命
史
で
の
区
分
で
も
あ
り
、
一
九
一
七
年
ロ
シ
ア
革
命
の
世
界
的
影
響
の
も
と
で
、
中
国
現
代
が
一
九
一
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
と
す
る
区
分
で
す
。
ま
だ
そ
こ
に
こ
だ
わ
る
評
価
も
あ
り
ま
す
が
、
現
代
の
中
川
研
究
で
は
、
五
四
時
期
に
労
働
運
動
が
時
代
の
画
期
と
な
る
ほ
ど
の
高
揚
期
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
反
帝
国
主
義
、
反
封
建
闘
争
と
し
て
の
広
が
り
や
深
ま
り
が
あ
っ
た
と
は
一
一
一
一
ｍ
え
な
い
の
で
す
。
五
四
運
動
は
、
ｎ
本
帝
国
主
義
と
親
日
派
の
安
徽
派
新
交
通
系
官
僚
に
対
す
る
民
族
運
動
と
限
定
さ
れ
、
北
京
政
府
統
治
下
の
北
洋
軍
閥
体
制
へ
批
判
が
高
揚
し
た
の
で
は
な
い
の
で
す
。
無
論
、
第
一
次
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議
で
の
調
印
を
さ
せ
な
か
っ
た
民
衆
運
動
の
成
果
は
、
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
労
働
運
動
が
政
治
的
課
題
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
の
は
一
九
二
五
年
の
五
・
一
一
一
○
と
思
い
ま
す
。
二
九
四
五
年
四
月
～
六
月
開
催
）
で
の
「
若
干
の
歴
史
的
問
題
に
関
す
る
決
議
」
を
受
け
と
め
た
歴
史
的
認
識
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
日
本
で
の
学
生
や
一
般
向
け
概
説
書
は
、
岩
村
三
千
夫
・
野
原
四
郎
箸
「
中
国
現
代
史
』
（
岩
波
新
書
）
な
ど
で
し
た
。
ま
た
中
国
共
産
党
史
・
革
命
史
で
は
、
エ
ド
ガ
ー
・
ス
ノ
ウ
「
中
国
の
赤
い
星
』
や
ア
グ
ネ
ス
・
ス
メ
ド
レ
ー
「
偉
大
な
る
道
」
な
ど
読
ま
れ
、
前
者
は
毛
沢
東
、
後
者
は
朱
徳
と
い
っ
た
指
導
者
の
歩
み
と
体
験
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
歴
史
認
識
で
し
た
。
以
下
に
、
ま
ず
私
の
研
究
課
題
の
国
民
革
命
史
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
を
お
話
し
ま
す
。
そ
の
後
に
、
一
九
六
○
年
代
で
の
近
現
代
史
認
識
か
ら
、
研
究
・
教
育
に
か
か
わ
る
私
自
身
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
後
の
中
国
研
究
・
中
国
観
の
変
動
に
つ
い
て
、
述
べ
て
い
き
た
い
法
政
史
学
第
七
十
一
号
時
期
区
分
（
中
国
近
・
現
代
）
と
中
華
民
国
初
期
の
国
民
革
命
へ
の
胎
動
二
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次
の
前
提
と
し
て
中
華
民
国
初
期
の
時
期
区
分
と
、
国
民
芯
命
に
む
け
て
胎
動
し
た
民
国
初
期
の
動
向
を
お
話
し
ま
す
。
中
華
民
国
時
代
（一九一二～一九四九）の初期は、辛亥革命・第一革命（南京臨時政府）からです。プレリュードとしての辛亥革命運動
は
一
九
○
五
年
、
中
国
［
革
命
］
同
關
会
が
東
京
で
成
立
し
た
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
立
大
会
は
日
本
の
東
京
赤
坂
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
横
の
霊
南
坂
界
隈
の
大
倉
喜
八
郎
敷
地
内
（
推
定
）
坂
本
金
弥
別
邸
で
開
か
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
鉄
道
国
有
化
反
対
連
動（保路運動）やボイコット運動が展開され、Ⅲ川蜂起などの革命情勢の高揚の中で、武川日蜂起（一九二辛亥の年一○
月一○日）を行いました。急遼、帰国した孫文が一九一一年一二月一一九日、中華民国臨時大総統に推挙され、翌一九一二
年の一月一日、南京で臨時大総統就任を宣誓し⑲中華民国の成立を宣一一一一口します。一月二日に太陽暦使用を宣一一一一口します。翌
三
日
、
中
華
民
国
臨
時
政
府
が
南
京
で
成
立
し
、
集
ま
っ
た
各
省
代
表
に
よ
っ
て
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
民
意
を
代
表
す
る
参
議
院
の
代
行
機
関
の
機
能
を
果
た
し
、
一
Ⅱ
二
八
日
、
正
式
に
参
議
院
が
成
立
し
ま
し
た
。
’
一
月
に
は
、
孫
文
、
黄
興
ら
は
、
革
命
寵
が
清
軍
と
対
時
す
る
情
勢
の
な
か
で
、
清
朝
の
北
洋
軍
閥
の
実
力
者
、
哀
世
凱
と
の
妥
協
的
交
渉
を
行
い
、
臨
時
大
総
統
の
地
位
を
哀
世
凱
に
譲
渡
し
ま
し
た。一九一一一年二月一一一日清朝は最後の皇帝、宣統帝溥儀退位の上諭を発して表世凱に臨時政府組織の全権を委譲し、こ
こ
に
清
朝
は
滅
亡
し
た
の
で
す
（
辛
亥
革
命
・
民
同
元
年
の
第
一
革
命
）
。
そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
に
ア
ジ
ア
で
初
の
共
和
制
国
家
が
誕
生
し
、
民
族
的
主
権
を
指
向
し
た
「
国
民
国
家
」
成
立
で
も
あ
り
ま
し
た
。
孫文は下野しますが、その取引の条件にもかかわらず、三月一○Ⅱ、哀阯凱は、南京ではなく北京で臨時大総統への就
任
を
宣
誓
し
ま
し
た
、
一
方
南
京
で
は
二
日
、
臨
時
政
府
が
、
臨
時
約
法
を
公
布
し
、
中
国
同
盟
会
は
、
そ
れ
ま
で
の
秘
密
結
社
を
政
治
結
社
と
改
め
て
、
南
京
で
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
光
復
会
は
統
一
党
と
な
り
、
さ
ら
に
一
二
年
八
月
、
同
盟
会
は
統
一
党
は
じ
め
共
和
党
ほ
か
三
党
な
ど
の
諸
党
で
、
大
き
な
新
政
党
、
議
会
政
党
の
国
民
党
に
な
り
ま
し
た
。
清朝打倒はなりましたが、共和制の民主主義は実現できませんでした。臨時参議院は、臨時政府を北京に移すことを正
式
に
決
定
し
、
ま
た
二
院
制
の
採
用
も
決
定
し
、
参
議
院
と
衆
議
院
と
に
な
り
ま
し
た
。
北
方
で
は
哀
世
凱
の
専
制
体
制
が
強
ま
り
、
こ
れ
に
運
動
で
あ
り
、
反
帝
反
軍
閥
闘
二
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
の
で
す
。
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
反
帝
反
軍
閥
闘
争
が
全
面
的
に
展
開
す
る
の
も
一
九
二
○
年
代
の
北
伐
戦
争
時
期
に
お
い
て
で
し
た
。
つ
ま
り
中
国
国
民
革
命
一一一
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対
し
議
会
で
多
数
を
占
め
る
南
方
系
の
国
民
党
派
の
議
員
は
、
南
京
へ
の
遷
都
を
主
張
す
る
な
ど
宋
教
仁
ら
を
先
頭
に
抵
抗
し
、
北
京
で
の
衆
参
両
院
選
挙
で
は
、
国
民
党
が
第
一
党
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
哀
世
凱
は
三
月
一
一
日
に
、
刺
客
を
派
し
て
、
宋
教
仁
を
上
海
で
暗
殺
し
ま
し
た
。
宋
教
仁
は
、
法
政
大
学
の
か
つ
て
の
留
学
生
促
成
科
で
一
年
ほ
ど
学
び
ま
し
た
。
哀
世
凱
は
国
民
党
に
対
抗
す
る
勢
力
と
し
て
、
御
用
政
党
の
進
歩
党
を
組
織
し
て
、
革
命
派
を
切
り
崩
し
ま
す
。
一
九
一
一
一
一
年
に
李
烈
鉤
の
江
西
挙
兵
な
ど
、
国
民
党
急
進
派
は
哀
世
凱
政
権
へ
の
戦
端
を
ひ
ら
き
ま
す
が
敗
退
し
、
こ
の
第
二
革
命
は
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
南
方
派
は
敗
退
し
て
北
京
の
国
民
党
議
員
も
駆
逐
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
一
三
年
五
月
、
哀
世
凱
は
、
従
来
の
約
法
（
旧
臨
時
約
法
）
を
修
正
し
た
新
約
法
を
公
布
し
ま
し
た
。
哀
世
凱
は
大
総
統
に
選
出
さ
れ
、
一
方
、
一
九
一
三
年
国
民
党
は
解
散
令
で
弾
圧
さ
れ
、
ま
た
一
九
一
旧
年
に
は
国
会
や
地
方
の
各
省
議
会
へ
の
解
散
令
も
出
さ
れ
ま
す
。
亡
命
し
た
革
命
党
員
は
、
Ⅱ
本
に
渡
り
、
東
京
で
中
華
雌
命
党
を
結
成
し
て
、
抵
抗
し
ま
す
。
当
時
、
一
九
一
Ｗ
年
七
Ⅱ
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
八
刑
に
は
Ⅱ
本
が
対
独
立
戦
を
し
ま
す
。
中
国
政
府
は
当
初
中
立
宣
一
一
一
一
ｍ
を
し
ま
す
が
、
Ⅱ
本
軍
は
青
島
、
さ
ら
に
は
山
東
半
島
を
殆
ど
占
領
し
ま
し
た
。
ま
た
翌
一
五
年
一
几
に
は
Ⅱ
本
は
中
国
に
対
し
て
「
対
華
二
一
カ
条
要
求
」
を
提
出
し
、
哀
世
凱
は
こ
れ
を
殆
ど
受
諾
し
て
条
約
に
調
印
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
皇
帝
へ
の
就
任
を
は
か
り
、
帝
制
運
動
も
始
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
し
て
、
帝
制
取
り
消
し
な
ど
を
求
め
て
、
一
二
月
、
唐
継
堯
・
察
鍔
ら
は
護国軍を雲南で組織し、独立を宣一一一口し討哀護国運動を展開します（第一二革命）。これらの情勢の中で、一九一六年一一一Ⅱ、
哀
世
凱
は
帝
制
を
取
り
消
し
、
六
月
、
北
京
で
病
死
し
ま
す
。
黎
元
浜
が
大
総
統
職
を
引
き
継
ぎ
、
段
騏
瑞
が
総
理
に
就
任
し
ま
す
。
他
方
、
一
九
一
七
年
九
月
に
は
南
方
の
広
州
で
、
孫
文
を
軍
政
府
大
元
帥
と
す
る
中
華
民
国
軍
政
府
（
軍
政
府
）
が
正
式
に
成
立
し
て
、
新
た
な
抵
抗
運
動
と
し
て
護
法
戦
争
を
始
め
ま
し
た
。
な
お
北
方
で
も
、
九
月
に
「
青
年
雑
誌
」
が
発
刊
さ
れ
、
翌
年
に
は
「
新
青
年
」
と
改
称
し
、
李
大
釦
、
胡
適
、
陳
独
秀
ら
の
民
主
主
義
や
新
文
化
運
動
が
展
開
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
中
川
に
お
け
る
新
た
な
民
主
主
義
的
高
揚
が
見
ら
れ
、
近
代
化
の
歩
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
情
勢
の
中
で
、
Ｎ
民
舗
命
、
国
民
脚
家
を
模
索
す
る
運
動
が
展
開
し
た
の
で
す
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
一
一
中
国
近
代
史
の
な
か
の
国
民
革
命
リ
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国
民
革
命
で
の
原
点
は
、
国
民
党
・
共
産
党
の
合
作
（
第
一
次
国
共
△
口
作
）
で
し
た
。
ま
ず
、
国
民
党
改
組
後
の
「
三
民
主
義
」
に
つ
い
て
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。
「
中
国
国
民
党
宣
言
」
（
柾
精
衛
・
胡
漢
民
ら
起
草
、
二
一
一
一
年
一
月
一
Ⅱ
発
表
）
「
中
国
国
民
党
総
章
」
二
三
年
一
Ｈ
二
日
発
布
」
で
一
不
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
Ⅱ
①
民
族
主
義
》
世
界
氏
族
の
平
等
、
民
族
自
決
と
民
族
国
家
の
実
現
を
め
ざ
す
。
②
民
権
主
義
牢
面
接
民
権
の
実
現
、
男
女
平
等
の
全
民
政
治
を
求
め
て
普
通
選
挙
制
度
実
行
の
選
挙
権
の
他
、
創
制
権
（
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ）、複決権（レフェレンダム）、罷免権（リコール）川権を人民が持つ。また人氏が集会、結社、一一一一ｍ論、冊版、肘
住
。
信
仰
の
絶
対
的
自
由
権
が
認
め
ら
れ
る
。
③民生主義「国営実業、平均地権、貨幣改革など」
次
に
国
民
革
命
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
○
年
代
で
の
陳
独
秀
論
文
「
造
国
論
」
一
九
一
三
年
九
月
「
脅
導
」
で
の
主
張
が
代
表
的
な
も
の
で
す。「現段階はプロレタリアート革命ではなく、ブルジョアジーとの両階級連合の国民革命（ｚ畳・邑困のぐ○一三・口）の時期
が
成
熟
し
て
い
る
口
」
革
命
的
な
両
階
級
の
共
同
戦
線
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
こ
そ
が
「
国
民
党
の
使
命
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
彼
は
中
国
共
産
党
一
二
全
大
会
（
一
九
一
一
三
・
六
）
で
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
一
月
決
議
を
受
け
て
、
国
共
合
作
に
む
け
て
の
「
革
命
的
統
柱でした。
こ
こ
で
中
国
国
民
革
命
と
は
何
か
、
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
国
民
革
命
は
、
本
来
的
に
は
国
民
党
の
三
氏
主
義
（
氏
族
・
民
権
・
民
生
）
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
一
九
一
一
○
年
代
中
国
の
民
族
的
民
主
的
敢
命
で
す
。
反
帝
反
封
建
（
軍
閥
）
の
闘
争
、
す
な
わ
ち
反
帝
国
主
義
で
は
、
不
平
等
条
約
撤
廃
（
外
貨
排
斥
）
、
独
立
・
自
由
（
租
界
回
収
、
植
民
地
支
配
脱
却
）
の
運
動
で
す
。
反
封
建
主
義
で
は
、
国
内
の
封
建
的
軍
閥
の
打
倒
な
い
し
封
建
的
諸
制
度
・
抑
圧
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
革
命
で
し
た
。
革
命
と
し
て
の
政
権
奪
取
と
し
て
は
、
広
東
政
府
な
い
し
南
京
政
府
（
南
方
政
権
）
に
よ
る
北
京
政
府
（
北
方
政
権
）
・
北
洋
軍
閥
支
配
打
倒
の
革
命
で
す
。
軍
事
的
闘
争
で
は
「
北
伐
」
戦
争
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
階
層
の
民
衆
連
動
の
組
織
化
も
電
要
な
います。
一戦線」
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
を
主
張
し
た
の
で
す
。
五
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こ
れ
ら
を
基
軸
と
し
て
如
何
に
戦
い
を
進
め
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
の
で
す
。
実
際
に
展
開
さ
れ
た
運
動
と
し
て
の
柱
は
、
政
権
構
想
実
現
の
国
民
会
議
、
軍
事
的
闘
争
で
は
、
北
京
政
府
（
北
洋
系
軍
閥
集
団
）
打
倒
の
北
伐
戦
争
で
し
た
。
一
九
二
一
一
一
年
一
○
月
、
直
隷
系
軍
閥
曹
銀
が
賄
賂
を
国
会
議
員
に
贈
り
、
総
統
の
地
位
に
就
き
ま
し
た
。
「
曹
銀
賄
選
」
事
件
で
す
。
各
派
軍
閥
は
蒋
銀
総
統
の
正
当
性
を
否
認
す
る
こ
と
を
口
実
に
、
北
京
を
め
ぐ
る
争
い
を
展
開
し
ま
し
た
。
こ
の
争
い
は
翌
二
四
年
の
江
漸
戦
争
を
経
て
、
九
月
の
第
二
次
奉
直
戦
争
に
発
展
し
ま
し
た
。
奉
天
派
張
作
森
と
直
隷
派
呉
伽
孚
と
の
北
洋
軍
閥
間
で
は
山
海
関
、
熱
河
の
一
帯
で
猛
烈
な
攻
防
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
頂
隷
系
の
砺
玉
祥
は
奉
天
系
の
支
援
も
受
け
て
、
部
隊
を
前
線
か
ら
撤
退
さ
せ
、
北
京
に
入
城
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
一
○
月
の
「
首
都
革
命
」
「
北
京
政
変
」
で
、
直
系
軍
閥
蝉
銀
が
監
禁
さ
れ
た
事
件
で
す
。
鵜
玉
祥
の
支
持
の
も
と
で
、
北
京
政
権
は
段
祓
瑞
が
中
華
民
国
臨
時
執
政
に
就
任
し
た
の
で
す
。
当
時
、
鵺
玉
祥
は
民
衆
へ
の
職
業
教
育
で
知
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
練
名
も
得
て
い
ま
し
た
。
宗
教
的
に
は
多
信
教
的
で
お
お
ら
か
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
ロ
シ
ア
外
遊
か
ら
共
産
主
義
に
も
親
近
感
を
持
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
国
民
党
左
派
の
支
持
者
と
の
評
価
も
受
け
て
い
て
、
南
方
の
革
命
の
波
が
及
ん
で
い
た
事
例
と
い
え
ま
す
。
か
れ
は
、
自
ら
の
軍
隊
を
「
阿
民
軍
」
と
改
称
し
、
河
北
の
一
部
、
チ
ャ
ハ
ル
、
河
南
地
力
を
支
配
し
ま
し
た
。
こ
の
情
勢
下
で
、
砺
玉
祥
や
段
祓
瑞
政
府
は
孫
文
に
会
議
開
催
の
要
請
を
お
こ
な
い
、
孫
文
も
「
国
民
会
議
」
の
開
催
と
参
加
の
意
向
を
示
し
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
国
民
会
議
と
は
、
一
九
二
四
年
の
第
一
一
次
の
奉
天
派
・
直
隷
派
の
抗
争
（
第
二
奉
瓶
戦
争
）
で
、
直
隷
派
が
敗
北
し
た
際
に
、
段
旗
瑞
が
調
停
し
た
際
に
提
起
し
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
軍
閥
間
の
抗
争
の
中
か
ら
新
た
な
合
意
の
場
と
し
て
国
民
会
議
が
提
哨
さ
れ
た
の
で
す
。
段
祓
瑞
は
、
軍
閥
な
ど
の
諸
派
の
既
存
勢
力
か
ら
代
表
選
出
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
孫
文
は
一
九
二
四
年
一
○
月
の
「
広
東
商
団
事
件
」
を
抑
え
込
ん
だ
後
、
段
騏
瑞
政
府
の
要
請
を
受
け
て
、
北
上
し
ま
し
た
。
広
州
を
出
発
す
る
あ
た
り
、
孫
文
は
一
一
月
一
三
Ｈ
に「北上宣一一一一口」を発して、「国民革命の新しい時代」での「国民会議」開催への期待と主張を行いました。
「
武
力
と
国
民
の
結
合
」
の
た
め
に
、
第
一
に
国
民
の
要
求
に
適
応
す
る
情
勢
の
発
展
」
を
は
か
り
、
「
各
派
勢
力
の
利
益
分
割
や
権
利
独
占
の
罪
悪
を
一
掃
す
る
」
、
第
二
に
「
国
民
が
自
ら
の
要
求
を
選
択
し
」
、
各
派
が
専
断
し
て
「
大
衆
を
無
視
す
る
罪
悪
を
一
掃
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
す
。
そ
の
当
面
の
政
治
課
題
と
し
て
「
国
民
会
議
を
招
集
し
て
、
中
国
の
統
一
と
建
設
を
図
る
」
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。
当
面
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
実
業
、
商
工
業
、
教
育
な
ど
の
各
界
、
大
学
、
各
省
学
生
連
合
会
、
農
会
、
曹
錫
・
呉
侃
孚
に
反
対
す
る
冬
法
政
史
学
第
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振
作
森
と
段
旗
瑞
は
善
後
会
議
の
開
催
を
き
め
て
、
孫
文
に
参
加
を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
孫
文
は
大
衆
的
基
盤
の
な
い
善
後
会
議
に
は
参
加せず、李大釦らと国民会議促成会全国代表大会を開いて、国民会議運動への参加を呼びかけました。しかしすでに病魔
に侵されていた孫文は、一九一一五年、一一一月一二日、北京で客死し、まさに「革命未だならず」の「遣嘱」をのこして、そ
の
解
決
の
努
力
は
次
の
世
代
に
託
さ
れ
た
の
で
す
。
共
産
党
は
依
拠
す
る
労
・
農
・
学
生
な
ど
の
各
界
組
織
の
人
衆
的
運
動
の
支
持
者
の
巾
か
ら
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
を
求
め
、
民
族
連
動
や
労
農
運
動
の
高
揚
の
な
か
か
ら
国
民
会
議
運
動
を
腱
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
国
民
会
議
運
動
は
、
そ
の
た
め
の
促
成
運
動
が
各
地
で
展
開
さ
れ
、
広
州
市
長
選
な
ど
の
民
選
の
試
み
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
階
級
対
立
、
党
派
間
の
抗
争
な
ど
で
、
国
民
会
議
の
成
立
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
で
は
、
湖
南
農
民
運
動
な
ど
の
ラ
ジ
カ
ル
化
に
伴
な
う
亀
裂
も
深
ま
り
、
国
民
革
命
の
展
開
で
は
、
軍
事
的
抗
争
が
先
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
北
伐
戦
争
に
よ
る
同
氏
党
・
共
産
党
な
ど
南
方
勢
力
に
よ
る
北
力
勢
〃
（
北
京
政
府
と
そ
の
基
盤
た
る
北
洋
系
軍
閥
）
打
倒
の
Ｎ
氏
革
命
の
軍
事
的
展
開
が
、
一
九
二
○
年
代
の
主
要
課
題
と
な
っ
た
の
で
す
。
各
省
独
立
そ
し
て
地
域
的
割
拠
・
「
聯
省
自
治
」
運
動
か
ら
新
た
に
北
方
政
権
の
北
京
政
府
・
北
洋
軍
閥
支
配
の
打
倒
と
統
一
化
が
目
差
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
二
○
年
代
末
、
後
述
の
張
学
良
の
東
北
易
幟
な
ど
各
地
で
の
地
方
勢
力
・
政
権
の
中
央
化
、
全
国
統
一
化
の
「
曲
り
な
り
に
も
」
の
達
成
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
広
義
で
は
一
九
一
二
～
一
九
二
八
、
限
定
的
に
は
、
一
九
二
四
～
一
九
二
八
の
期
間
に
お
い
て
同
民
革
命
が
展
開
し
た
の
で
す
□
こ
の
時
期
の
中
央
・
地
方
政
府
の
推
移
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
南
方
政
権
の
攻
勢
亜
広
東
政
府
一
九
一
七
～
第
一
次
国
共
合
作
一
九
二
四
↓
広
東
国
民
政
府
一
九
二
五
↓
「
北
伐
」
↓
武
漢
国
民
政
府
一
九
二
七
・
一
・
一
↓
南
京
国
民
政
府
一
九
一
一
七
・
四
・
一
八
、
分
共
（
第
一
次
国
共
分
裂
）
七
・
一
五
↓
東
北
・
張
学
良
「
易
幟
」
一
九
二
八
・
一
二
・
二
九
、
北
京
政
府
の
崩
壊
、
南
京
国
民
政
府
の
「
統
一
」
達
成
。
軍隊、政一
し
ま
し
た
。
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
政
党
な
ど
の
諸
団
体
に
よ
る
予
備
会
議
の
開
催
を
提
唱
し
ま
し
た
。
一
一
一
川
一
三
日
、
孫
文
は
、
市
民
の
歓
呼
の
な
か
で
北
京
に
到
着
七
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北
伐
の
評
価
で
は
、
従
来
の
北
伐
史
の
叙
述
が
、
歴
史
の
政
治
的
評
価
に
よ
っ
て
共
産
党
、
「
大
陸
中
川
」
の
評
価
と
、
台
湾
を
含
む
同
氏
党
側
の
中
華
民
国
史
の
評
価
と
は
、
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
お
き
ま
す
。
一
般
的
に
は
日
本
の
研
究
害
で
も
、
一
九
二
六
年
か
ら
の
第
一次北伐と一九一一八年四月の第二次北伐の一一段階区分で叙述され、「大陸中国」からすれば、第二次北伐は国共分裂後の
国
民
党
主
導
の
統
一
で
敗
北
の
歴
史
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
積
極
的
評
価
の
叙
述
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
他
方
国
民
党
側
か
ら
す
る
と
、
東
北
易
雌
で
中
国
の
全
国
的
統
一
を
完
成
し
ま
し
た
か
ら
、
当
然
、
第
二
次
北
伐
も
積
樋
的
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
二
七
年
の
何
時
期
に
北
上
し
た
容
共
派
・
武
漢
政
府
、
唐
生
智
ら
の
長
江
渡
河
の
北
伐
は
、
叙
述
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
総
合
的
統
一
的
に
ま
と
め
て
北
伐
を
叙
述
す
る
か
が
課
題
と
考
え
ま
し
た
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
広
東
か
ら
の
北
上
、
武
漢
や
南
京
攻
略
、
そ
し
て
各
戦
場
の
戦
い
を
共
産
党
側
の
資
料
・
叙
述
と
国
民
政
府
側
の
記
録
や
軍
事
史
的
な
時
期
区
分
を
加
味
す
る
と
、
新
た
な
叙
述
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
私は、坂野良吉先生（上智大学）と一○年間の共同研究をおこない、一九九七年一一一月に共著「中国国民革命」（法政
大
学
出
版
局
）
に
ま
と
め
ま
し
た
。
幸
い
こ
の
テ
ー
マ
で
の
専
著
は
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
○
年
余
を
過
ぎ
た
今
も
温
か
い
評
価
を
い
た
と新軍閥」忘
蜘典」から）
国
民
革
命
時
期
の
軍
事
的
な
代
表
的
抗
争
の
北
伐
に
話
を
移
し
ま
す
。
先
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
北
伐
で
は
、
阿
民
革
命
軍
が
広
東
・
広
西
を
基
盤
に
台
頭
し
て
北
上
し
、
華
南
、
華
中
の
北
京
政
府
系
の
軍
閥
政
権
や
軍
事
勢
力
を
打
倒
し
、
革
命
軍
の
統
一
を
実
現
し
た
も
の
で
す
。
南
京
国
民
政
府
が
南
京
を
首
都
と
し
て
、
北
京
政
府
に
代
わ
っ
て
中
央
政
府
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
の
制
約
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
の
こ
こ
で
、
軍
閥
の
定
義
を
お
話
し
し
て
お
き
ま
す
。
軍
閥
と
は
、
猜
末
の
混
乱
期
に
軍
人
が
各
地
に
お
い
て
権
勢
を
得
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
小
軍
閥
は
各
地
に
、
大
軍
閥
は
督
軍
、
巡
閲
使
と
な
る
。
親
分
・
子
分
式
地
方
的
要
素
が
強
い
。
地
方
地
盤
で
割
拠
し
地
主
層
と
結
託
す
る
。
私
兵
を
擁
し
独
断
で
租
税
を
徴
収
し
、
国
税
を
横
領
す
る
。
交
通
機
関
を
私
有
し
、
兵
力
を
も
っ
て
私
利
を
営
む
営
利
集
団
。
「
旧
軍
閥
と
新
軍
閥
」
が
分
け
ら
れ
る
が
、
「
内
容
は
Ｍ
じ
、
た
だ
看
板
が
異
な
る
だ
け
」
と
も
、
い
わ
れ
ま
し
た
。
二
九
二
九
長
野
朗
「
支
那
問
題
展
開
過
程
は
省
き
ま
す
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
一
一
一
北
伐
戦
争
の
叙
述
か
ら
学
ん
だ
こ
と
八
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湖
南
に
向
け
て
、
広
悲
上
の
拠
点
で
し
た
。
そ
（
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。
第二次北伐の再開後の段階（④一九一一八年一二月の張学良の東北易幟で北伐終了としたのです。
こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
第
三
段
階
③
が
、
第
一
次
北
伐
で
も
重
要
な
歳
調
的
展
開
過
程
と
し
て
評
価
で
き
た
の
で
す
．
。
ま
た
そ
の
過
程
で
従
来
の
北
伐
史
叙
述
で
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
が
浮
か
び
ｌ
が
っ
て
き
ま
し
た
。
北
伐
戦
争
に
つ
い
て
私
が
担
当
し
た
部
分
か
ら
、
い
く
つ
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
事
件
を
列
挙
し
て
み
ま
す
。
従来では北伐軍が「広東を出て北上すると、武漢までの戦場では葉挺独立団の英雄的戦闘で迅速に行動し」、「破竹の勢
い
で
進
軍
し
勝
利
し
た
」
と
の
印
象
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
湖
南
に
向
け
て
、
広
東
省
境
を
越
え
る
際
、
広
東
北
部
の
最
終
拠
点
は
、
詔
関
で
す
。
ま
た
湖
南
省
の
省
都
長
沙
の
南
に
あ
る
株
州
も
交
迎
上
の
拠
点
で
し
た
。
そ
の
二
つ
の
拠
点
間
は
輿
漢
（
広
州
・
漢
Ⅱ
）
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
そ
の
鉄
路
を
北
上
す
る
こ
と
で
戦
地
に
赴
い
た
と
渡河）。
は
じ
め
に
北
伐
戦
争
の
期
間
は
、
一
九
二
六
年
五
月
～
一
九
二
八
年
六
月
の
約
二
カ
年
で
し
た
。
ほ
ぼ
日
本
の
昭
和
初
期
に
当
た
り
ま
す
。
一
九
二
六
年
五
月
に
広
東
国
民
革
命
系
軍
事
勢
力
（
唐
生
稗
軍
）
と
武
漢
の
北
洋
軍
閥
直
隷
派
（
呉
侃
孚
軍
系
）
の
、
湖
南
省
で
の
勢
力
争
い
の
戦
争
が
お
こ
り
ま
す
。
六
月
二
七
Ⅱ
広
東
の
蒋
介
石
は
革
命
軍
総
司
令
に
就
き
、
唐
生
智
軍
を
支
援
し
て
、
七
月
か
ら
湖
南
に
向
か
い
東
部
を
支
配
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
北
伐
前
史
を
、
国
民
革
命
軍
創
設
か
ら
」
九
二
六
年
北
上
出
兵
ま
で
と
し
て
、
軍
事
史
と
し
て
の
第
一
次
北
伐
第
一
段
階
を
一
一
六
年
七
月
の
出
師
北
伐
か
ら
開
始
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
軍
事
史
と
の
重
ね
合
わ
す
と
、
第
一
次
北
伐
を
軍
事
史
的
には三段階（①湖南・湖北の武漢攻略戦、②江西・福建・江湖の戦場、及び南京攻略、③南京・武漢の対立と同時的長江
だ
い
て
お
り
ま
す
。
思
っ
て
お
り
ま
す
。
北
伐
軍
は
確
か
に
広
州
か
ら
鉄
路
で
出
発
し
た
の
で
す
。
武
漢
に
到
着
し
た
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
輿
漢
線
の
詔
関
～
漢
ｕ
間
は
、
ま
だ
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
兵
士
た
ち
は
徒
歩
な
ど
で
行
軍
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
別
の
ル
ー
ト
で
は
、
訊
関
～
江
西
省
籟
州
に
抜
け
て
、
籟
江
の
水
路
か
ら
南
昌
経
川
で
武
漢
に
向
か
う
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
多
様
な
進
路
が
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
そ
れ
は
先
行
研
究
や
資
料
を
総
括
的
に
付
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
従
来
に
な
い
北
伐
像
の
一
端
を
捉
え
て
叙
述
で
き
た
と
九
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あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
鉄
路
コ
ー
ス
を
想
定
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
日
本
の
中
国
近
代
史
の
概
説
な
ど
に
は
、
当
該
路
線
の
掲
載
地
図
に
鉄
道
線
路
記
廿
の
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
誤
解
の
大
き
な
一
因
で
し
た
。
さ
ら
に
広
東
と
福
建
・
湖
南
の
省
境
は
南
嶺
山
地
が
あ
り
、
炎
天
下
に
そ
こ
を
徒
歩
で
越
え
る
こ
と
は
大
変
な
苦
境
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
当
時
、
広
東
・
香
港
は
労
働
者
た
ち
の
省
港
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
罷
業
地
帯
で
し
た
。
北
伐
軍
に
は
、
そ
れ
ら
労
働
者
た
ち
が
輔
重
輸
卒
的
任
務
を
果
た
し
て
軍
用
荷
物
や
武
器
・
弾
薬
を
担
い
で
同
行
し
て
い
ま
し
た
。
行
軍
兵
士
た
ち
の
軽
装
は
そ
の
た
め
に
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。
反
面
、
高
地
の
暑
さ
に
犠
牲
に
な
っ
た
工
人
た
ち
の
遺
骸
が
見
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
行
軍
途
上
で
食
料
や
物
資
が
不
足
す
る
と
、
現
地
調
達
よ
り
も
補
充
の
た
め
広
東
に
引
き
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
部
隊
や
丘
〈
貝
の
苦
境
と
苦
情
に
対
し
、
も
っ
と
配
慮
す
べ
き
と
の
蒋
介
洞
宛
て
の
文
書
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
湖
南
～
湖
北
の
北
洋
軍
と
の
激
戦
地
に
は
、
汀
泗
橋
と
賀
勝
橋
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
直
隷
派
軍
閥
の
呉
伽
孚
は
、
退
却
せ
ず
に
踏
み
と
ど
ま
る
よ
う
指
令
し
、
違
反
し
た
も
の
は
処
罰
す
る
と
し
ま
し
た
が
、
退
却
が
と
ま
ら
ず
、
そ
の
部
隊
の
将
校
の
首
を
は
ね
て
橋
脚
に
吊
る
し
て
見
せ
し
め
に
し
た
け
れ
ど
、
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
拠
点
の
橋
を
放
棄
し
て
後
退
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
湖
北
の
武
閂
城
な
ど
の
戦
い
で
は
、
城
壁
を
登
っ
て
攻
め
込
む
た
め
に
長
く
繋
が
れ
た
梯
子
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
守
備
軍
の
城
壁
か
ら
の
砲
火
に
あ
っ
て
、
北
伐
単
に
は
多
く
の
死
傷
肴
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
た
革
命
箙
の
外
国
人
顧
問
の
将
校
は
、
「
ま
る
で
中
世
の
戦
い
だ
」
と
あ
き
れ
た
よ
う
で
、
こ
の
戦
術
は
あ
き
ら
め
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
当
時
の
北
洋
軍
、
北
伐
軍
双
方
の
実
態
は
、
こ
の
よ
う
な
記
録
、
戦
闘
詳
報
、
回
想
記
、
従
軍
日
記
な
ど
か
ら
、
探
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
□
一
方
的
に
進
軍
し
て
打
ち
破
っ
た
か
の
き
れ
い
ご
と
の
歴
史
叙
述
で
は
な
い
実
態
の
一
部
を
垣
間
見
た
思
い
で
す
。
史
料
批
判
や
傍
証
作
業
を
前
提
と
し
つ
つ
、
具
体
的
事
実
の
確
認
か
ら
さ
ら
な
る
底
流
の
歴
史
的
事
実
を
探
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
国
民
革
命
期
で
の
研
究
課
題
は
、
今
後
の
私
に
と
っ
て
も
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
伐
戦
争
期
の
南
北
抗
争
を
経
て
、
一
九
二
○
年
代
、
南
方
か
ら
の
国
民
革
命
勢
力
は
政
権
確
立
と
中
央
政
府
・
国
家
権
力
を
掌
握
す
る
道
を
上
昇
し
、
他
方
、
北
方
の
北
京
政
府
・
中
央
政
府
は
地
盤
と
す
る
軍
閥
勢
力
も
分
断
さ
れ
て
勢
力
が
下
降
し
、
没
落
の
道
を
歩
ん
で
い
く
と
い
う
、
対
照
的
上
昇
、
下
降
の
交
叉
を
見
せ
た
の
で
す
。
一
九
二
○
年
代
末
か
ら
、
一
一
一
○
年
代
に
か
け
て
、
蒋
介
石
南
京
政
府
時
期
の
「
易
幟
」
や
中
国
「
統
こ
へ
の
道
に
、
旧
軍
閥
勢
力
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
対
満
州
支
配
の
強
化
の
も
と
で
、
東
北
法
政
史
学
第
七
十
一
号
￣
○
Hosei University Repository
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
戦
時
下
に
つ
い
て
は
、
前
橋
市
内
で
の
防
空
壕
の
記
憶
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
橋
か
ら
、
空
襲
を
避
け
て
、
群
馬
の
西
部
、
桐
生
巾
近
く
の
大
間
々
町
（
現
、
み
ど
り
市
）
奥
の
川
今
に
家
族
疎
開
を
し
た
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
罹
っ
た
中
耳
炎
は
や
が
て
慢
性
化
し
て
、
戦
後
か
ら
大
学
教
員
生
活
を
送
る
に
至
る
ま
で
耳
鼻
科
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
私
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
後
遺
症
と
し
て
認
識
し
た
の
は
、
高
校
生
の
頃
で
し
た
。
一
九
四
九
年
、
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
五
年
頃
か
ら
地
学
敢
近
は
、
各
地
域
の
実
態
と
資
料
に
よ
る
研
究
成
果
が
趾
に
Ⅲ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
新
た
な
発
捌
資
料
や
研
究
成
果
を
、
改
め
て
轄
迦
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
課
題
と
忠
い
ま
す
。
そ
の
ｔ
で
、
個
別
的
に
も
深
め
ら
れ
た
研
究
成
果
か
ら
、
こ
の
過
渡
期
の
全
体
像
の
実
態
を
深
め
る
課
題
は
興
味
あ
る
も
の
で
す
。
北
伐
と
凶
比
載
命
の
時
期
に
限
っ
て
も
、
Ⅱ
本
の
山
東
出
兵
と
「
対
支
非
干
渉
」
運
動
も
丁
寧
に
兄
血
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
蒋
介
石
が
国
民
革
命
時
期
に
来
日
し
た
際
の
動
向
も
、
私
は
中
断
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
民
衆
の
協
力
に
よ
る
北
伐
成
功
」
を
評
価
し
つ
つ
、
国
共
対
立
か
ら
分
裂
期
に
な
る
北
伐
戦
争
後
期
と
川
比
党
に
よ
る
形
式
的
「
統
こ
の
実
像
、
あ
る
い
は
抗
日
統
一
過
程
で
の
反
蒋
派
の
諸
勢
力
と
、
か
つ
て
の
中
国
問
題
研
究
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
橘
撲
『
中
国
革
命
史
論
」
な
ど
で
示
さ
れ
た
脚
比
党
内
の
軍
閥
化
、
「
新
軍
閥
」
既
定
の
批
判
的
再
検
討
な
ど
に
も
注
Ⅱ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
落
ち
穂
拾
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
手
元
に
収
集
さ
れ
な
が
ら
、
放
満
さ
れ
た
り
見
落
と
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
を
、
再
考
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
歩
み
を
始
め
た
く
思
い
ま
す
。
本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
妓
後
に
補
論
と
し
て
少
し
薪
い
学
生
の
侍
さ
ん
へ
の
伝
一
一
一
一
Ⅱ
と
し
て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
か
ら
周
辺
地
域
に
移
動
さ
せ
ら
れ
、
東
北
車
な
ど
の
抗
日
と
東
北
川
帰
の
願
い
が
張
学
良
の
西
安
事
件
の
重
要
な
基
盤
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
東
北
の
民
衆
的
ゲ
リ
ラ
の
抗
日
抵
抗
は
こ
れ
ま
で
も
評
価
さ
れ
論
述
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
九
三
○
年
代
以
降
の
抗
日
な
ど
の
抵
抗
に
お
い
て
、
各
地
域
の
旧
勢
力
の
瓶
隊
の
動
向
を
見
直
し
て
い
き
た
い
と
凪
い
ま
す
。
ま
た
英
米
な
ど
両
欧
帝
国
主
義
の
も
と
で
蒋
介
石
国
民
党
政
府
は
い
か
な
る
経
済
的
政
治
的
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
反
蒋
勢
力
と
し
て
の
地
方
の
割
拠
勢
力
は
独
自
の
道
を
歩
ん
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
四
私
の
歩
ん
だ
道
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冒
頭
に
も
少
し
書
き
ま
し
た
が
、
一
九
六
一
年
に
私
が
入
学
し
た
の
は
、
東
京
教
育
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
専
攻
で
し
た
。
当
時
は
民
俗
学
や
考
古
学
を
学
べ
る
新
設
学
科
の
史
学
方
法
論
に
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
が
、
当
時
の
ア
ジ
ア
で
展
開
す
る
情
勢
変
動
へ
の
関
心
か
ら
、
東
洋
史
学
科
専
攻
に
し
た
の
で
す
。
理
系
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
数
学
と
物
理
・
化
学
の
成
績
が
不
振
で
、
入
試
準
備
で
点
数
の
よ
か
っ
た
文
系
史
学
科
が
選
択
の
理
由
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
群
馬
大
学
地
学
科
へ
私
が
入
学
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
先
生
が
言
わ
れ
た
「
君
も
や
は
り
マ
ニ
ア
以
前
だ
っ
た
の
か
ね
」
は
、
い
ま
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
学
生
・
院
生
時
代
（
東
京
教
育
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
、
同
大
学
院
修
士
）
の
一
九
六
○
年
代
は
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
は
中
国
研
究
会
に
所
属
し
、
人
民
公
社
な
ど
社
会
主
義
の
新
中
国
に
期
待
と
未
来
の
道
を
探
り
、
当
時
の
革
新
系
政
治
思
潮
を
受
け
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
学
生
か
ら
院
生
（
修
士
課
程
）
で
の
研
究
活
動
で
は
、
学
内
で
の
研
究
会
か
ら
始
ま
っ
て
他
大
学
・
大
学
院
研
究
者
に
広
が
っ
た
向
主
的
な
「
中
国
現
代
史
研
究
会
」
が
研
究
基
盤
を
作
り
ま
し
た
。
孫
文
・
辛
亥
革
命
か
ら
中
国
近
代
史
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
る
中
国
研
究
者
、
野
沢
豊
先
生
の
も
と
で
、
一
九
二
○
年
代
中
国
共
産
党
機
関
誌
「
轡
導
』
の
資
料
購
読
会
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は
共
通
課
題
で
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、
や
が
て
時
代
別
、
テ
ー
マ
別
の
研
究
会
が
並
行
し
て
組
織
さ
れ
て
研
究
会
が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
本
当
に
資
料
の
読
解
力
や
時
代
を
み
る
力
量
を
高
め
ま
し
た
。
法
政
史
学
科
の
研
究
会
や
ゼ
ミ
演
習
の
自
主
的
組
織
の
近
代
・
現
代
史
研
究
の
場
で
も
言
え
ま
す
。
中
国
現
代
史
研
究
会
は
、
そ
の
後
に
変
化
も
見
せ
な
が
ら
何
度
か
の
共
同
研
究
害
も
刊
行
し
、
現
在
ま
で
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
沢
先
生
の
研
究
雑
誌
『
近
き
に
在
り
て
』
（
汲
古
書
院
）
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
・
台
湾
、
韓
国
、
米
国
な
ど
の
各
地
の
研
究
者
に
研
究
交
流
と
討
論
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
、
立
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
に
関
心
が
あ
り
、
群
馬
大
学
の
岩
石
・
鉱
物
や
火
山
灰
を
研
究
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
研
究
室
に
お
邪
魔
し
て
親
切
な
指
導
を
受
け
、
地
学
野
外
巡
検
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
県
立
前
橋
高
校
時
代
、
ク
ラ
ブ
は
地
学
部
（
岩
石
・
鉱
物
採
集
、
温
泉
鉱
物
「
研
究
」
、
自
然
観
察
・
調
査
）
で
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
蝶
の
観
察
な
ど
自
然
の
中
の
生
活
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
高
校
三
年
の
生
徒
会
役
員
で
一
九
六
○
年
安
保
に
関
わ
り
ま
し
た
。
立
場
は
日
米
新
安
保
体
制
を
有
意
義
と
評
価
し
、
安
保
反
対
デ
モ
の
同
級
生
た
ち
と
論
争
し
ま
し
た
。
家
庭
内
で
は
父
親
と
の
話
し
あ
い
か
ら
日
本
や
世
界
の
情
勢
で
の
異
論
と
の
葛
藤
は
あ
り
ま
し
た
。
青
春
期
の
法
政
史
学
第
七
十
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号
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一
九
七
○
年
代
、
長
崎
造
船
大
学
に
就
職
し
て
、
一
九
七
○
年
～
一
九
七
八
年
ま
で
の
八
年
間
、
長
崎
で
新
た
な
研
究
と
教
育
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
孫
文
と
長
崎
、
国
権
派
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
「
東
洋
Ⅱ
の
出
新
聞
」
」
の
鈴
木
天
眼
や
西
郷
四
郎
（
小
説
「
姿
三
四
郎
」
の
モ
デ
ル
）
ら
の
生
き
た
日
中
関
係
史
を
掘
り
起
こ
し
、
一
九
二
○
年
代
の
広
東
政
府
・
孫
文
と
広
東
商
業
資
本
や
地
方
軍
閥
陳
燗
明
を
め
ぐ
る
「
広
東
商
団
事
件
」
は
、
私
の
研
究
者
と
し
て
「
地
域
」
に
立
っ
た
中
国
近
代
史
研
究
論
文
と
な
り
ま
し
た
。
学
生
・
生
徒
た
ち
と
の
「
戦
争
と平和」ゼミ（原点ナガサキ）。被爆者運動と「長崎の証一一一一口」に協力、原子力船むつ反対運動など、研究者・教育者とし
と思います。
評
価
し
な
い
私
た
ち
の
運
動
は
す
る
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
文
化
大
革
命
の
「
混
釘
さ
て
大
学
院
を
修
了
す
る
（
一
九
六
八
年
三
月
）
時
代
に
は
、
中
国
文
化
大
革
命
（
一
九
六
六
～
七
六
）
の
開
始
と
な
り
ま
す
。
当
時
、
高
校
な
ど
の
世
界
史
非
常
勤
講
師
と
歴
史
科
学
協
議
会
の
機
関
誌
『
歴
史
評
論
」
（
校
倉
書
房
）
編
集
・
校
正
委
員
で
生
活
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。
編
集
委
員
会
で
の
討
論
や
、
「
歴
評
」
誌
上
の
掲
載
論
文
や
「
歴
史
学
研
究
」
誌
上
の
歴
史
学
界
の
動
向
や
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
、
歴
史
認
識
や
研
究
の
方
法
論
な
ど
、
現
代
と
の
緊
張
感
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
□
私
に
と
っ
て
中
国
文
化
大
革
命
は
、
衝
撃
的
事
件
で
し
た
。
中
国
現
代
史
、
同
時
代
史
と
し
て
の
中
国
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
文
化
大
革
命
と
は
何
な
の
か
、
暗
中
模
索
、
無
我
夢
中
で
当
該
事
件
に
関
わ
る
資
料
を
収
集
し
ま
し
た
。
刈
時
の
主
た
る
メ
デ
ィ
ア
は
新
聞
で
、
そ
の
記
事
と
週
刊
誌
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
で
し
た
。
そ
の
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
は
、
今
も
研
究
室
に
あ
り
ま
す
。
ゼ
ミ
や
講
義
で
も
お
見
せ
し
た
と
魁
い
ま
す
。
ま
た
仲
間
た
ち
と
は
「
毛
沢
東
選
集
』
や
伝
記
や
著
作
な
ど
の
初
版
と
そ
の
後
の
政
治
的
修
派
・
加
筆
の
再
検
討
、
中
ソ
論
争
で
の
「
プ
ロ
独
裁
論
」
「
過
渡
期
論
」
「
国
家
の
廃
絶
と
死
滅
」
の
道
を
論
議
し
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
中
西
功
氏
と
の
出
会
い
と
そ
の
著
作
「
中
国
革
命
の
嵐
の
中
で
』
の
毛
沢
東
論
や
一
九
三
○
年
代
に
展
開
さ
れ
た
尾
崎
秀
実
、
矢
内
原
忠
雄
な
ど
の
中
国
統
一
化
論
争
な
ど
か
ら
同
時
代
の
中
国
革
命
認
識
を
再
検
討
を
行
な
い
、
そ
の
革
命
認
識
や
中
国
認
識
は
、
私
の
以
後
の
研
究
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
Ⅱ
本
で
は
、
Ⅱ
中
友
好
運
動
の
再
検
討
が
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
□
Ｈ
中
交
流
の
断
絶
な
ど
友
好
運
動
の
川
雛
な
時
期
で
あ
り
、
文
革
を
評
価
し
な
い
私
た
ち
の
運
動
は
「
日
日
友
好
」
と
も
椰
楡
さ
れ
、
「
友
好
商
社
」
の
友
人
は
退
社
を
迫
ら
れ
、
そ
の
解
雇
無
効
の
訴
訟
を
支
援
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
「混乱」
の
中
か
ら
、
中
国
革
命
史
の
歴
史
的
な
事
実
を
、
突
き
放
す
冷
め
た
視
野
か
ら
見
直
す
契
機
も
つ
か
ん
だ
￣
＝￣
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て
生
活
し
つ
つ
市
民
運
動
に
参
加
も
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
被
爆
者
の
真
実
の
声
を
聞
き
、
平
和
を
求
め
る
市
民
の
原
爆
許
す
ま
じ
の
抵
抗
を
、
現
実
の
重
み
の
な
か
で
受
け
止
め
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
長
崎
証
言
の
会
の
市
民
た
ち
は
、
各
自
の
思
想
、
信
条
、
党
派
無
党
派
を
相
互
に
知
り
な
が
ら
被
爆
者
の
思
い
を
軸
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
点
を
学
び
ま
し
た
。
長
崎
を
離
れ
て
東
京
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
一
九
七
○
年
代
末
、
私
の
送
別
会
で
被
爆
者
の
友
人
か
ら
語
ら
れ
た
「
私
た
ち
は
死
ぬ
ま
で
原
爆
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
ど
と
の
挨
拶
も
、
そ
の
後
の
私
の
生
き
方
へ
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。
一九七八年から法政大学（教養部）時代は始まり、学内改組で二○○三年から文学部史学科に移籍して六年目、法政一一一
○
年
余
を
経
て
、
現
代
に
至
っ
た
の
で
す
。
こ
の
間
に
私
立
大
学
へ
の
国
庫
助
成
運
動
（
国
庫
助
成
に
関
す
る
私
立
大
学
教
授
会
連
合
の
関
東
協議会や全国連合の事務局活動）、法政大学教職員組〈口・東京私大教連など組合活動（全法政委員長・中央委員など）、八
○
年
代
中
ご
ろ
か
ら
市
民
運
動
と
し
て
法
政
平
和
大
学
世
話
人
（
こ
れ
ま
で
の
尾
形
憲
、
中
川
作
『
石
谷
行
諸
先
生
な
ど
の
後
）
の
一
人
と
し
て
、
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
な
お
居
住
地
の
群
馬
で
は
、
自
然
環
境
保
全
運
動
（
県
指
定
天
然
記
念
物
・
赤
城
山
の
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
、
生
物
の
多
様
性
の
中
で
の
共
生
と
保
全
）
を
一
九
八
六
年
前
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
継
続
し
て
取
り
組
中
国
近
代
・
現
代
研
究
で
は
、
一
九
八
九
年
の
第
二
次
天
安
門
事
件
（
六
四
事
件
）
で
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
都
小
平
・
改
革
開
放
期
に
人
民
解
放
軍
の
民
衆
弾
圧
、
改
め
て
「
新
中
国
」
、
「
人
民
中
国
」
と
は
何
で
あ
っ
た
か
！
を
問
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
二
一
世
紀
の
現
在
、
中
国
江
沢
民
時
代
の
愛
国
主
義
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
相
対
化
さ
れ
る
か
に
み
え
ま
し
た
が
、
中
国
社
会
の
勝
者
敗
者
、
強
者
弱
者
の
格
差
、
都
市
と
農
村
の
経
済
的
格
差
拡
大
と
農
民
工
の
失
職
の
行
方
は
気
に
な
り
ま
す
。
「
新
、
由
主
義
Ⅱ
阿
家
的
管
理
・
裁
量
的
政
策
か
ら
市
場
原
理
の
調
節
に
ゆ
だ
ね
る
経
済
思
想
。
競
争
的
環
境
の
政
策
」
、
Ⅱ
中
相
互
認
識
の
課
題
と
し
て
の
Ｈ
本
・
ア
ジ
ア
で
の
教
科
書
問
題
と
ア
ジ
ア
連
帯
と
友
好
（
ア
ジ
ア
的
共
同
・
連
合
）
の
可
能
性
、
平
和
憲
法
の
危
機
へ
の
課
題
な
ど
山
積
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
ア
ジ
ア
や
世
界
の
中
で
の
日
本
の
現
実
を
直
視
し
て
生
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
認
識
で
は
、
史
料
・
資
料
に
歴
史
を
語
ら
し
め
る
こ
と
で
、
本
物
の
歴
史
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
歴
史
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
へ
も
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
あ
る
史
学
科
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
認
識
と
行
動
が
生
み
出
せ
る
環
境
を
作
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
ん
で
き
ま
し
た
。
法
政
史
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講
義
を
受
講
し
た
学
生
諸
氏
の
感
想
文
で
は
、
少
な
く
な
い
日
本
史
な
ど
を
学
ぶ
人
々
の
中
か
ら
、
ア
ジ
ア
史
の
歴
史
や
モ
ノ
の
見
方
か
ら
日
本
史
や
歴
史
を
学
ぶ
複
眼
的
視
野
が
開
け
た
と
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
想
な
ど
で
の
交
流
や
、
ゼ
ミ
や
レ
ポ
ー
ト
、
卒
論
を
通
じ
て
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
の
共
同
作
業
か
ら
、
私
の
歴
史
認
識
も
鍛
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
歴
史
学
は
生
き
方
の
学
問
で
す
。
新
し
い
未
来
を
生
き
る
宝
を
掘
り
川
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
史
学
科
同
僚
の
先
生
方
に
、
ま
た
法
政
三
○
年
間
に
教
養
部
、
文
学
部
史
学
科
で
ご
支
援
い
た
だ
き
、
ま
た
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
、
改
め
て
御
礼
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
［
付
記
］
本
稿
は
去
る
二
○
○
八
年
十
一
月
十
九
Ⅱ
、
法
政
大
学
史
学
会
、
秋
季
大
会
で
の
講
演
に
基
づ
き
、
時
間
的
に
割
愛
し
た
も
の
と
語
り
残
し
た
こ
と
を
追
記
し
た
も
の
で
す
。
中
国
国
民
革
命
と
私
の
現
代
中
国
認
識
（
栃
木
）
■■■■■■■■■■■■
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